
平成 20年度                           

 情報モラル調査結果 
 
 
 
 
 

 

設問１ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①ある 64.4% 70.4% 74.8% 77.1% 80.5% 78.3% 79.2% 79.0% 

②ない 35.6% 29.6% 25.2% 22.9% 19.5% 21.7% 20.8% 21.0% 

 
l 小学校高学年児童の自分専用パソコン所有率は、学年が進むにつれ増加しており、今年もその傾向に変わ
りはない。 

l フィルタリングソフト等によって有害情報に触れさせないように保護者への啓発が必要。 

 

設問２ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①もってい

る 
12.8% 14.3% 22.0% 30.5% 41.9% 96.0% 96.5% 97.3% 

②もってい

ない 
87.2% 85.7% 78.0% 69.5% 58.1% 4.0% 3.5% 2.7% 

設問１ 

家に、インターネット

に接続できて、あなたが

使えるパソコンがあり

ますか。 

自分用のインターネット接続可能なパソコンがある
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設問２ 

あなたは、自分の携帯

電話をもっていますか。 

＜対象＞ 

岐阜県内公立全小中高等学校・特別支援学校 

＜調査児童生徒数＞ 

小学生 20,776人  （５・６年生各校 1クラス抽出） 

中学生 17,152人（１・２・３年生各校 1クラス抽出） 

高校生   8,029人（１・２・３年生各校 1クラス抽出） 

＜実施期間＞ 

平成２０年１１月～１２月 



携帯電話を持っている
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l 高校入学時に多くの生徒が購入していることがわかる。 

l 中学時期に、徐々に所有率が増加している。この時期に携帯電話の必要性についての指導が重要である。 

 

設問３ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①している 62.6% 63.4% 61.2% 49.4% 41.2% 38.1% 20.8% 14.5% 

② 

していない 
37.4% 36.6% 38.8% 50.6% 58.8% 61.9% 79.2% 85.5% 

フィルタリングしている
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l 今年度より新規に調査した項目である。フィルタリングの原則義務化が行われるようになってから購入し

た率が高いと考えられる小学生でも、 ３０％近い保護者がフィルタリング解除を行っていることが分か

る。 

l 中学生から高校生まで、学年が進むごとにフィルタリング率が低下している。聞き取り調査では、オンラ
インゲームやプロフ等が使用できなくなることが「フィルタリングを解除する理由」となっている。 

l 児童生徒に対して、「フィルタリングをすることは、自分を守ることになる」ことを徹底して指導する必
要がある。同時に、保護者に対してはフィルタリングの利用方法やその必要性を周知啓発していくことが

重要である。 

 

設問３ 

あなたの携帯電話は

フィルタリング（有害な

情報を見ることができ

ないようにすること）し

ていますか？ 



 

設問４ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①ある 7.3% 11.8% 20.0% 31.8% 40.4% 49.6% 49.5% 50.5% 

②ない 92.7% 88.2% 80.0% 68.2% 59.6% 50.4% 50.5% 49.5% 

掲示板への書き込みをしたことがある
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l ６年生の書き込み経験が増えてきている。この時期に、個人情報の重要性や、相手意識を持ったメール等
の指導が必要である。 

l 中学生時期に掲示板の利用が進んでいることが分かる。一方で、高校では、５０％程度から利用が伸びな
いことから、利用するものとしないものの２極化が進んでいると思われる。 

 
 

設問５ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①ある 30.2% 29.8% 33.7% 36.9% 40.4% 57.0% 46.3% 44.7% 

②ない 69.8% 70.2% 66.3% 63.1% 59.6% 43.0% 53.7% 55.3% 

 
l 今年度より新規に調査した項目である。男子の利用が多いのが特徴。他者とネットでつながりながらゲー

ムをするものが多い。ゲームマネーの交換などのトラブルがある。 

l 「見知らぬ誰かと遊んでいること」を自覚させる指導が必要がある。 

設問４ 

あなたは、インターネ

ットや携帯電話の掲示

板に書き込みをしたこ

とがありますか。 

設問５ 

あなたは、オンライン

ゲームをしたことがあ

りますか。 



 

設問６ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①ある 4.3% 4.6% 9.5% 16.3% 23.5% 40.1% 40.7% 41.8% 

②ない 95.7% 95.4% 90.5% 83.7% 76.5% 59.9% 59.3% 58.2% 

 
l 女子の利用が最も顕著に表れている。住所や写真と言った個人を特定する情報を公開することの恐ろしさ

について指導する必要がある。中高生の文化として定着してきている。いじめのツールとして使用される

こともある。 

l 援助交際やつきまといのきっかけになっている事例など、危険性を具体的に示し指導する必要がある。 

 

設問７ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

① 

ほぼ毎日 
4.5% 7.3% 18.3% 28.4% 37.0% 72.7% 71.3% 71.6% 

②たまに 22.1% 21.7% 22.1% 24.0% 23.4% 19.2% 21.2% 19.8% 
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携帯をどれくらい使いますか？

携帯電話を、メールやインターネットに、ほぼ毎日使う

携帯電話を、メールやインターネットに、たまに使う  
l 携帯への依存が始まる時期が、中１であることがうかがえる。この時期に、友人間のメール等が増えてく

ることがその要因と考えられる。使い方の指導等が重要な時期であると言える。 

設問６ 

あなたは、携帯電話やパ

ソコンから見ることがで

きる自分のホームページ

(ブログ・プロフを含む)を

もっていますか。 

設問７ 
ホームページを見たり、

メールをしたり、掲示板を

使ったり、オンラインゲー

ムをしたりするために、携

帯電話をどれくらい使い

ますか。 



 

設問８ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

① 30分 

くらいまで 
49.6% 39.6% 20.9% 15.4% 15.8% 15.7% 17.6% 19.4% 

②30分から 

1時間 
32.3% 28.9% 29.9% 27.4% 27.5% 26.0% 26.7% 26.6% 

③1時間以上 18.2% 31.6% 49.2% 57.2% 56.7% 58.3% 55.7% 54.1% 
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利用時間はどれくらい?

①30分くらいまで ②30分から1時間 ③1時間以上  
l 利用時間は、小学生の内は少ない傾向が見られるが、中学生の時期が最も多くなっている様子が見られる。 
l 家庭での約束作りや、保護者による指導が重要な時期であると言える。 

 

設問９ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①１回～5回 43.9% 43.9% 29.2% 25.3% 26.9% 28.3% 33.5% 35.9% 

② 

6回～１０回 
8.9% 12.3% 18.8% 19.6% 19.9% 22.3% 23.8% 22.0% 

③１１回以上 4.8% 10.1% 26.8% 37.6% 42.5% 46.6% 39.7% 39.5% 

④ 

使っていない 
42.3% 33.8% 25.2% 17.5% 10.7% 2.7% 3.0% 2.6% 
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１日のメールの回数は?

①１回～5回 ②6回～１０回 ③１１回以上 ④使っていない  
l メールの利用が急激に伸びるのが中学生の時期であると言える。 

l 中２を底にメールの回数が少ない率が徐々に増加していく一方で、１１回以上の率はほぼ変化をしないま
ま学年が進んでいる。これは、「メール依存のライフスタイル」が定着している率を示すと考えられる。 

設問８ 

７の質問で、「①」（ほ

ぼ毎日）と答えた人にお

たずねします。使う時間

は１日当たりどれくら

いですか。 

設問９ 

7の質問で「①」または

「②」と答えた人におた

ずねします。電子メール

は１日に何回ぐらい使い

ますか。 



 

設問１０ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

① 

決められている 
37.8% 38.7% 38.2% 36.4% 36.2% 34.8% 32.6% 28.1% 

② 

決められていない 
62.2% 61.3% 61.8% 63.6% 63.8% 65.2% 67.4% 71.9% 

使っている携帯電話について、使い方のルールを家で決めている
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設問１１ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①ある 33.0% 36.5% 41.2% 39.9% 43.1% 47.2% 45.4% 42.3% 

②ない 67.0% 63.5% 58.8% 60.1% 56.9% 52.8% 54.6% 57.7% 

家庭で情報モラルや携帯電話のマナーについて話を聞いたことがある
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l 家庭の情報モラル意識は、わずかずつではあるが増加している。今後は、保護者に対しても買い与えた当

事者としての自覚を促し、学校と連携して指導していくようにする必要がある。 

l 家庭ごとの利用の決まりを作るなど、具体的な取り組みが必要である。 

設問１０ 

あなたの家では、子ど

もが使う携帯電話（兄弟

姉妹のものも含む）の利

用のしかたは決められ

ていますか。 

設問１１ 

あなたは、家庭で情報

モラルや携帯電話のマナ

ーについての話を聞いた

ことがありますか。 



 

設問１２ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①ある 48.5% 56.1% 59.4% 65.7% 68.3% 69.7% 70.2% 69.1% 

②ない 51.5% 43.9% 40.6% 34.3% 31.7% 30.3% 29.8% 30.9% 

学校で情報モラルや携帯電話のマナーについて勉強したことがある
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l 中学校の 6割以上、高等学校の約７割で、生徒の意識に残る情報モラル指導がなされている。 

l 小学校における情報モラル指導がやや低い値を示している。禁止や注意喚起の指導だけではなく、児童に
携帯等の必要性を考えさせたり、危険性を感じさせたりする具体的な学習を進める必要がある。 

 

設問１３ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①ある 3.2% 4.4% 6.9% 8.9% 12.3% 16.3% 17.3% 19.8% 

②ない 96.8% 95.6% 93.1% 91.1% 87.7% 83.7% 82.7% 80.2% 

携帯メールや掲示板などで、被害を受けたり嫌な思いをしたことがある
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l 被害経験は、利用の広がりに比例して増加している。 

l 誹謗中傷、架空請求等の被害の低年齢化が進んでいる。相談体制の確立が重要である。 

設問１２ 

あなたは、学校の授業（朝

の会、帰りの会を含む）で、

情報モラルや携帯電話のマ

ナーについて勉強したこと

がありますか。 

設問１３ 
あなたは、インターネットや携

帯電話のメールや掲示板などで

被害を受けたり、いやな思いをし

たりしたことがありますか。（被

害とは、悪口やいやがらせ、身に

覚えのない請求、ネット詐欺、コ

ンピュータのウィルス感染など） 



 

 

設問１４ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

① 

分からないので、

そのままにした  

14.4% 9.2% 13.0% 13.7% 15.5% 17.5% 16.7% 13.8% 

②何もしない方が

いいと思って、 

そのままにした 

23.1% 23.4% 30.5% 33.0% 33.9% 39.2% 36.8% 40.0% 

③ 

自分で解決した 
25.1% 29.3% 31.8% 32.0% 30.7% 29.5% 34.4% 32.0% 

④その他 

（相談等を含む） 
37.4% 38.2% 24.8% 21.3% 19.8% 13.7% 12.1% 14.2% 

14.4% 23.1% 25.1% 37.4%

9.2% 23.4% 29.3% 38.2%

13.0% 30.5% 31.8% 24.8%

13.7% 33.0% 32.0% 21.3%

15.5% 33.9% 30.7% 19.8%

17.5% 39.2% 29.5% 13.7%

16.7% 36.8% 34.4% 12.1%

13.8% 40.0% 32.0% 14.2%
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被害を受けたときの対応

どうしていいのか分からなかったので、そのままにした 

何もしない方がいいと思って、そのままにした

解決方法を知っていたので自分で解決した

その他（相談等を含む）  

 

設問１５－１ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①相談した 71.0% 76.4% 66.3% 64.1% 62.9% 68.5% 64.5% 67.6% 

②相談 

しなかった 
29.0% 23.6% 33.7% 35.9% 37.1% 31.5% 35.5% 32.4% 

71.0% 29.0%

76.4% 23.6%

66.3% 33.7%

64.1% 35.9%

62.9% 37.1%

68.5% 31.5%

64.5% 35.5%

67.6% 32.4%
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被害を受けた対応（他者への相談）

誰かに相談した 誰にも相談しなかった  
l 問題に対して自力で解決する割合が増加している。しかし、被害の多様化と深刻化の実態をふまえ、他者

への相談が重要であることを指導していく必要性がある。 

設問１４ 

被害を受けたとき、

どうしましたか。 

設問１５―１ 
被害を受けたとき、誰かに

相談しましたか。 



 

設問１５－２ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①友達 14.7% 16.8% 21.9% 25.9% 28.1% 37.0% 37.0% 36.4% 

②先生 0.3% 2.4% 6.0% 4.2% 5.3% 5.3% 6.6% 5.7% 

③親 51.2% 46.1% 34.4% 30.5% 24.0% 20.4% 16.5% 18.6% 

④学校・警察に 

届け出 
0.6% 6.8% 1.0% 0.6% 2.2% 2.2% 1.8% 2.9% 

⑤友達、親、 

先生以外 
4.2% 4.4% 3.0% 3.0% 3.3% 3.5% 2.6% 4.0% 
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最終的に誰に相談しましたか?

友達 先生 親 学校・警察に届け出 友達、親、先生以外  

 
 

設問１６ 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

①解決できた 80.5% 82.8% 80.7% 83.5% 83.4% 82.7% 87.2% 87.2% 

②解決できな 

かった 
11.7% 8.7% 10.5% 8.5% 9.8% 13.3% 9.9% 7.9% 

③解決できず 

今も続いている 
7.8% 8.5% 8.8% 8.0% 6.8% 4.0% 2.9% 5.0% 

80.5% 11.7% 7.8%

82.8% 8.7% 8.5%

80.7% 10.5% 8.8%

83.5% 8.5% 8.0%

83.4% 9.8% 6.8%

82.7% 13.3% 4.0%

87.2% 9.9% 2.9%

87.2% 7.9% 5.0%
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被害とその解決

被害を受けて、解決できた 被害を受けて、解決できなかった

被害を受けて、解決できず今も続いている  
l 被害が深刻化している様子が学校・警察等への届け出の増加として現れている。 

l 被害を継続させないために日頃の相談活動を充実することはもちろん、情報モラルに関するアンケートや
学習会を定期的に行うことを通して児童・生徒の実態の把握に努力する必要がある。また、被害やトラブ

ルにあったら、身近な信頼できる大人に相談することを徹底していく必要がある。 

 

設問１５－２ 
誰に相談しましたか?（い

ろいろな人に相談した場合

は、最終的に相談した人を答

えてください） 

（表の値は、15-1 の内訳を

示す） 

設問１６ 

解決できましたか。 

 


